
回 日本 霊 長 類 学 会 大 会(2011/07,犬 山).

2)松 田 一 希,村 井 勅 裕,ClaussM,山 田 朋 美,TuugaA,BemardH,東 正 剛(2011)霊 長 類 の 反 鯛 行 動 の 発 見:テ

ン グ ザ ル の 事 例.2011年 度 日本 哺 乳 類 学 会 大 会(2011/09,宮 崎).

講 演

1)MatsudaI(2011/05)EvolutionofPrimateSociety.Lecture-StudyingandMonitoringPrimateBehavior:AWorkshopfor

AsianConservationProfessionals.シ ン ガ ポ ー ル.

2)松 田 一 希(2011/07)フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 可 能 性 一 テ ン グ ザ ル 研 究 と 私 一.第27回 日本 霊 長 類 学 会 大 会 高 島

賞 受 賞 講 演.犬 山.

3)松 田 一 希(2011/ll)ラ ボ か ら フ ィ ー ル ドへ:ボ ル ネ オ の ジ ャ ン グ ル で テ ン グ ザ ル を 追 う.同 志 社 大 学 無 機 化 学

研 究 室 修 紫 会.京 都.

4)MatsudaI(2011/12)ProboscisMoneky-BigNoseofBomeo.UniversityofZurich主 イ崔Lectureserieson"lndonesian

wildlife".チ ュ ー リ ッ ヒ.

2.交 流協 定

学術交流協定
2012年3.月31日 現 在

協定国 協定先 協定先(ア ルファベット表記) 協定年月 日 期間

ギニア ギニア科学技術庁
LaDirectionNationaledelaRechercheScientifiqueet

Technique
2004.1.28

5年 間

(自動継続)

ギニア ボッソウ環境研究所
L'lnstitutdeRechercheEnvironnementaledeBossou

(IREB)
2004.1.4

5年 間

(自動継続)

ス リラ ン カ
スリジャヤワルデネプラ大学

社会学人類学教室

UniversityofSriJayawardenepura(FacultyofArts,

DepartmentofSociologyandAnthropology)
zoos.g.ls 10年 間

台湾
国立屏東科技大学
野生動物保全学研究所

InstituteofWildlifeConservationNationalPingtung

UniversityofScienceandTechnology
zoos.1.ls 10年 間

タイ タイ王国動物園協会 TheZoologicalParkOrganization,Thailand 2009.9.16
5年 間

(2009.10.1～)

大韓民国 ソウル大公園(ソ ウル動物園) SeoulGrandPark(SeoulZoo) 2010.4.28 一

タイ チュプロンコン大学理学部 FacultyofScience,ChulalongkornUniversity 2010.5.24
5年 間

(自動継続)

コンゴ民主

共和国
生態森林研究所

TheResearchCenterforEcologyandForestry,

DemocraticRepublicofCongo
zolo.9.ls 5年 間

イン ドネ

シア
アンダラス大学理学部

DepartmentofBioloby,FacultyofScience,Andalas

University
2011.4.27

5年 間

(2011.4.1～)

バングラ
ー"、
ア ソ ユ

野生生物保護局 TheWildlifeTrustofBangladesh,Bangladesh 2011.3.12
5年 間

(2011.4.1～)

タイ カセサー ト大学理学部 FacultyofScience,KasetsartUniversity 2011.4.25
5年 間

(2011.5.1～)

共同研究協定

日本
財団法人名古屋みなと振興財団
(名古屋港水族館)

2009.7.3 一

日本
財団法人高知県
のいち動物公園協会

2010.8.12 2013.3.31

マ レー シ ア オランウータン島財団 OrangUtanFoundation 2010.11.1 一

マ レー シ ア プラウバンディング財団 PulauBandingFoundation 2010.11.1 一

マ レー シ ア

サバ 財 団、 ペ トロ リアム ・ナ シ ョ

ナル 株 式会社(ペ トロナ ス)、 サ

バ州 森 林局 、 サバ州 野 生生 物 局 、

マ レー シ ア科学 ア カデ ミー

YayasanSabah,PetroliamNasionalBerhad(Petronas),

SabahForestryDepartmant,SabahWildlifeDepartment,

AcademyofSciences,Malaysia

2011.6.29 一

3.学 位 取得者 と論 文題 目

京 都 大 学 博 士(理 学)

福 島 美 和(課 程):ReadingandWritingSupportfbrChildrenwithDevelopmentalDisorders:ThePossibilityofUsing

e-Learning(発 達 障 害 児 の 読 み 書 き 学 習 支 援:e-Learningを 取 り入 れ た 支 援 の 可 能 性)
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小 倉 匡 俊(課 程):CognitivefoundationsofenvironmentalenrichmentforJapanesemacaques(ニ ホ ン ザ ル の 環 境 エ ン リ

ッ チ メ ン トに お け る 認 知 的 基 盤)

伊 藤 毅(課 程):ExternalandintemalcraniofacialmolphologyofAsianmacaquesanditsevolutionaryand

paleobiogeographicimplications(ア ジ ア 産 マ カ ク 属 霊 長 類 に お け る 頭 骨 顔 面 部 の 外 部 と 内 部 の 形 態 お よ び そ の 進 化

的 ・古 生 物 地 理 学 的 意 義)

兼 子 峰 明(課 程):Theperceptionofone'sownactionsinchimpanzeesandhumans(チ ン パ ン ジ ー と ヒ トに お け る 自 己

の 運 動 の 認 識)

狩 野 文 浩(課 程):Acomparativeeye-trackingstudyingreatapesandhumans:thepatternofeyemovementsfbrscenesand

faces(類 人 猿 と ヒ トに お け る 比 較 ア イ ・ トラ ッ キ ン グ 研 究:風 景 と 顔 に 対 す る 眼 球 運 動 の パ タ ー ン)

檜 垣 小 百 合(課 程):Molecularaspectsofbrainaginginfemalemacaques(メ ス マ カ ク ザ ル に お け る 脳 の 老 化 の 分 子 的

側 面)

ChristopherFlynnMartin(課 程):Chimpanzeesocialintelligence:informationuseandstrategicinteractioninanautomated

testingenvironment(チ ン パ ン ジ ー に お け る 社 会 的 知 性:全 自動 テ ス ト場 面 に お け る 情 報 利 用 と 戦 術 的 社 会 交 渉)

京都 大学修士(理 学)

磯村朋子:自 閉症児における情動認知に関わる視覚探索研究

佐藤杏奈:霊 長類の乳児画像に対する視覚的注意 ・弁別 ・選好性に関する実験的研究

早川卓志:チ ンパンジー亜種問における苦味受容体遺伝子の地域分化

村松明穂:チ ンパンジーとヒトにおける作業記憶の比較

ユ リラ:チ ンパンジーにおける同調行動の実験的研究

4.外 国 人 研 究 員

招 へ い 外 国 人 学 者 ・外 国 人 共 同研 究 者

張 鵬(中 華人 民共 和 国、 中 山大 学社 会学 与人類 学 学院 ・講 師)(2010.8.1～2011.7.31)受 入 教員:渡 邊 邦夫

研 究題 目:ニ ホ ンザル社 会構 造 の比較研 究

HBouchet(フ ラ ンス共和 国、 レンヌ第一 大学 ・リサー チア シスタ ン ト)(2010.9.7～2011.9.6)受 入 教員:正 高信 男

研 究題 目:ニ ホ ンザル の発 情 声 と性 戦 略 に関す る実 験 的研 究

CDDahl(ド イ ツ連 邦共 和 国、マ ックス プ ラン ク生 物サ イバ ネテ ィクス研 究所 ・研 究員)(2010.10.1～2012.9.30)受 入

教 員:友 永 雅 己

研 究題 目:霊 長 類 にお け る顔 認知 お よび社 会 的認 知 に 関す る比較認 知 科学 的研 究

CSueur(フ ラ ンス共和 国、 プ リンス トン大学 ・研 究員)(2010.10.13～2011.8.3)受 入 教 員:渡 邊 邦夫

研 究題 目:ニ ホ ンザル にお け る集 団 としての意 志決 定機 構

MEKret(オ ラ ンダ王 国 、テ ィルバ ー グ大学 ・PhDStudent)(2011.2.4～2011.7.29)受 入 教員:松 沢哲 郎

研 究題 目:情 動 表 出 と認 知 の多様性 に関す る比 較認 知科 学 的研究

PAPebsworth(ア メ リカ合衆 国、WildcliffNatureReserve・SiteBiologist)(2011.2.6～2011.12.16)受 入 教員:MAHuffman

研 究 題 目:チ ャ クマ ヒ ヒの 自己治 療行 動 と寄生 虫感 染 の生態 学 につ いて

5.日 本 人 研 究 員 ・研 修 員

日本学 術振 興 会特別 研 究員(PD)

木場礼子(2010.4.1～2012.3.31)受 入教員:中 村克樹

研究題 目:霊 長類における性の認知 と性 ホルモ ンの影響

松 田一希(2011.4.1～2011.10.31)受 入教員:半 谷吾郎

研究題 目:霊 長類社会の重層構造の解明:テ ングザルの種内変異

柴崎全弘(2011.4.1～2014.3.31)受 入教員:正 高信男
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